
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
データ・イネーブル信号によるデジタル表示信号に基づいてフルフレームサイズを測定す
るための方法であって、前記デジタル表示信号はｍ個の表示ビットを有する原色信号を含
んでおり、
前記データ・イネーブル信号を提供するステップと、
前記データ・イネーブル信号を原色信号のｎ番目のビットの代わりに用いることにより、
代用表示信号を提供するステップと、
前記代用表示信号に基づいてフルフレームサイズを測定するステップとを含み、ｎはｍよ
り大きくなく、ｍおよびｎは０より大きい整数である方法。
【請求項２】
原色信号が赤色信号である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
原色信号が緑色信号である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
原色信号が青色信号である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
ｍが８に設定されている、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
ｎが８に設定されている、請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
ｍが６に設定されている、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
ｎが６に設定されている、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
データ・イネーブル信号によるデジタル表示信号に基づいてフルフレームサイズを測定す
るための装置であって、前記デジタル表示信号はｍ個の表示ビットを有する原色信号を含
んでおり、
ｍ個の入力端子と１個の制御信号出力端子とを含んでおり、前記ｍ個の入力端子を前記ｍ
個の表示ビットに連結することが可能であり、前記制御信号出力端子を介して制御信号を
出力する、タイミング制御装置と、
前記タイミング制御装置とデータ・イネーブル信号と原色信号のｎ番目のビットとに連結
されたマルチプレクシング装置であって、前記データ・イネーブル信号と前記原色信号の
ｎ番目のビットとのいずれかを選択して前記タイミング制御装置のｍ個の入力端子のうち
のｎ番目の入力端子へ制御信号を印加するマルチプレクシング装置とからなり、ｎはｍよ
り大きくなく、ｍおよびｎは０より大きい整数である、
フルフレームサイズを測定するための装置。
【請求項１０】
タイミング制御装置がタイミング制御チップである、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
タイミング制御装置がＰＷ１６４－２０Ｒである、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
原色信号が赤色信号である、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
原色信号が緑色信号である、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
原色信号が青色信号である、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
ｍが８に設定されている、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
ｎが８に設定されている、請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
ｍが６に設定されている、請求項９に記載の装置。
【請求項１８】
ｎが６に設定されている、請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この出願は、２００１年１月５日に出願された台湾出願第０９０１００３１７号を参照と
して含む。
この発明は、概して、表示信号に基づいてフルフレームサイズを測定するための方法およ
びその装置に関し、さらに詳細にはデータ・イネーブル信号による表示信号に基づいてフ
ルフレームサイズを測定するための方法およびその装置に関する。
【０００２】
【関連技術の説明】
表示特性を維持するために、ブラウン管（ＣＲＴ）や液晶表示（ＬＣＤ）モニターなどの
表示モニターは、その表示モニターに印加された表示信号により指示されたフルフレーム
のサイズや位置を調整する必要がある。表示信号により指示された表示フレームを、表示
モニターのスクリーン上の適切な位置に表示するために、表示モニターは、フルフレーム
サイズのような表示パラメータを決定しなければならない。従来の方法および装置が有す
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る問題点を説明するために、次に表示モニターの電気回路構成、表示信号、およびフルフ
レームのサイズと位置の決定について説明する。
【０００３】
表示モニターの電気回路構成が、図１に示されている。表示モニターは、差分信号受信／
復号装置１１０と比処理装置とを含む。表示モニターに付加された表示信号は、一般に、
低電圧差分（ＬＶＤ）符号化信号である。ＬＶＤ符号化信号とは、三原色信号、水平同期
信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ、データ・イネーブル信号ＤＥ、および画素クロック信号Ｃ
Ｋを含む信号を指す。図１において、ＬＶＤ符号化信号１０２は、Ｒｘ０－、Ｒｘ０＋、
Ｒｘ１－、Ｒｘ１＋、Ｒｘ２－、Ｒｘ２＋、ＲｘＣ－、およびＲｘＣ＋により示された信
号を含む。表示モニターはこれらの信号を処理する前にはデジタル信号だけしか表示でき
ないので、表示モニターは、これらの信号をデジタル表示信号１０４に変換および復号す
るために、差分信号受信／復号装置１１０を使用する。ＬＶＤ符号化信号１０２を受信す
ると、差分信号受信／復号装置１１０は、このＬＶＤ符号化信号１０２をデジタル表示信
号１０４（すなわち赤色（ＲＤ）、緑色（ＧＤ）、青色信号（ＢＤ）を含む三原色信号）
、水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ、データ・イネーブル信号ＤＥ、および画素クロ
ックＣＫ等に変換および復号する。デジタル表示信号１０４が比処理装置１３０に印加さ
れると、比処理装置１３０が位相調整または補間を行なうことにより、適切な出力ビデオ
信号が得られる。位相調整または補間は、フルフレームサイズ測定の中心ではないので、
それらについての説明は省略する。水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ、データ・イネ
ーブル信号ＤＥ、および画素クロック信号ＣＫを印加された表示モニターの作動について
は後述する。
【０００４】
水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ、データ・イネーブル信号ＤＥ、および画素クロッ
ク信号ＣＫは、複数ユニットの周波数を有する。画素クロック信号ＣＫは、１秒当りに表
示される画素数を示し、カラー表示する１個の画素とカラー表示する次の画素との間の間
隔を決定する。フレームのデータを受信すると、表示モニターはフレームの画素の色を１
本ずつ線で表示する。まず、最初の線の最初の画素が色を表示する。次に、最初の線の２
番目の画素が色を表示する。このプロセスは、最初の線の最後の画素が色を表示するまで
、同様に続けられる。その後に、次の線、たとえば２番目の線が同様に最初の画素から最
後の画素まで色を表示する。同様に、最後の線の最後の画素が色を表示するまで、このプ
ロセスが続く。人間の視覚システムは視覚の持続性を有しているため、スクリーン上のす
べての画素は、必要とされるフレームを形成する。他のフレームを受け取ると、表示モニ
ターは同じ方法でフレームを表示する。各線の最後の画素が色を表示した後、水平同期信
号Ｈｓは、カラー表示する画素の走査を次の線の最初の画素から進めることが重要である
。そのようにして、水平同期信号Ｈｓは、１秒間に色を表示する画素の横列数を決定する
。さらに、最終縦列最終横列の画素が色を表示した後、垂直同期信号Ｖｓは、カラー表示
する画素の走査を第１縦列第１横列の画素から進める。そのようにして、垂直同期信号Ｖ
ｓは、１秒当りに表示されるフレームの数を決定する。人間の視覚システムは視覚の持続
性を有しているため、閾値よりも速い速度で表示されたフレームは、たとえば映画のよう
に対象の連続運動となる。表示モニターが異なるフレームを更新（リフレッシュ）する速
度をリフレッシュレートと呼び、これは垂直同期信号Ｖｓの周波数である。一般的なコン
ピュータ表示システムのリフレッシュレートは６０Ｈｚ以上であり、すなわち表示モニタ
ーは１秒当り少なくとも６０フレームを表示する。下記において、水平同期信号Ｈｓ、垂
直同期信号Ｖｓ、データ・イネーブル信号ＤＥ、および画素クロック信号ＣＫのタイミン
グ関係を説明する。
【０００５】
図２では、水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓおよびデータ・イネーブル信号ＤＥのタ
イミング関係を説明する。例として１０２４ｘ７６８画素の解像度を取り上げる。この解
像度のために、水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ、および画素クロック信号ＣＫはそ
れぞれ４８．３６ｋＨｚ、６０Ｈｚ、および６５ＭＨｚであってよい。フレームの表示期
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間中、毎秒６０個のフレームが表示され、各フレームに７６８個の横列が存在するため、
Ｖｓ信号はＨｓ信号の７６８サイクルの後にのみその状態を変更する。さらに、データ・
イネーブル信号ＤＥは各横列の表示期間を決定する。各横列に対し、１０２４個の画素が
表示されるべきである。したがって、データ・イネーブル信号ＤＥが有効になると、表示
モニターは１０２４画素の色を表示する。画素クロック信号ＣＫは固定周波数を有してい
るため、図２Ｂに示したように、画素クロック信号ＣＫはそれに対応して、データ・イネ
ーブル信号ＤＥの有効期間中に１０２４サイクル振動する。次にデジタル表示信号を画素
クロック信号ＣＫを介してサンプリングすることにより、１０２４画素の色情報が得られ
、サンプリングされた色情報はデータ・イネーブル信号ＤＥの有効期間中、１０２４画素
に適用される。その結果、データ・イネーブル信号ＤＥはフルフレームサイズの幅を決定
するのに利用できる。
【０００６】
図３は、さらに、表示領域が上記の信号にどのように関連するかを示している。図３に示
された表示領域３００は、１０２４ｘ７６８画素のアレイを示している。表示領域３００
における各画素の色は、デジタル表示信号を画素クロック信号ＣＫを介してサンプリング
することにより表示されるので、各横列の全ての画素は画素クロック信号ＣＫのパルス列
の１０２４パルスに対応する。図３に示されているように、表示領域３００の各横列の長
さは、データ・イネーブル信号ＤＥが有効であるときデータ・イネーブル信号ＤＥにより
決定される。水平同期信号Ｈｓは表示領域３００の各横列の表示を決定するが、各横列の
長さはＨｓ信号によっては決定されない。さらに、Ｈｓ信号が有効化される各期間の開始
後および終了前に、Ｈｓ信号が表示領域３００に対応しない期間（すなわちＨｓ信号が表
示信号３００の外側の画素がない領域と対応する期間）が存在し、これらの期間はそれぞ
れ一般にバックポーチおよびフロントポーチと呼ばれる。たとえば、表示領域３００の左
側の点線で囲われた四角形は、Ｈｓ信号のバックポーチＢＰＨに対応する。表示領域３０
０の右側の点線で囲われた四角形は、Ｈｓ信号のフロントポーチＦＰＨに対応する。さら
に、垂直同期信号Ｖｓもまた同様にフロントポーチおよびバックポーチを有する。表示領
域３００の上側の点線で囲われた領域は、Ｖｓ信号が表示領域３００と対応しない期間に
対応し、Ｖｓ信号のバックポーチＢＰＶと呼ばれる。表示領域３００の下側の点線で囲わ
れた領域は、Ｖｓ信号の他の期間に対応し、Ｖｓ信号のフロントポーチＦＰＶと呼ばれる
。「ポーチ」という言葉が、同期（ＨｓまたはＶｓ）信号が表示領域の外側の表示される
画素がない領域に対応する期間を指示するものとして一般に使用されることが、さらに重
要である。
【０００７】
表示信号により指示されたフレームをスクリーン上の適切な位置に表示するために、従来
の表示モニターは、一般に、表示モニターに印加された表示信号によって指示されたフル
フレームのサイズおよび位置を、表示信号と表示モニター内に設けられた表示信号設定と
を比較して調整する。具体的にいえば、ＨｓおよびＶｓ信号の周波数および極性が、表示
モニターに設けられた表示信号設定と比較される。もし表示信号の水平同期信号Ｈｓの周
波数および極性が表示モニターに設けられた表示信号設定の１つと一致すると、表示モニ
ターは、決定された表示信号設定用のフレーム調整データを用いて表示信号により指示さ
れたフレームを調整し、それによってフレームを適切な位置に表示する。しかしながら、
種々のビデオアダプタが市販されているため、もしビデオアダプタからの表示信号の周波
数および極性が表示モニターに設けられた表示信号設定の１つと一致しても、表示信号の
フロントポーチおよびバックポーチのためのタイミングが前記の一致した表示信号設定値
のタイミングと異なる場合がある。この場合には、もし一致した表示信号設定値のための
フレーム調整データがフレーム調整に用いられると、不適切な調整が行なわれ、フレーム
をスクリーンの適切な位置に表示できず、その結果表示特性を低下させる。たとえば、フ
レームが領域からずれて表示されたり、画素の総数が正しくなかったりする。
【０００８】
上記の問題を解決するために、表示信号のフロントポーチおよびバックポーチのタイミン
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グを正確に決定するための制御チップが開発されている。しかしながら、これらの制御チ
ップは表示信号により指示されたフレームの最初および最後の画素に基づいてフロントポ
ーチおよびバックポーチを決定する方法を用いており、この場合、フレームの最初および
最後の画素は、黒以外の色を表示する。ノンフルサイズフレームまたは黒色を表示するフ
レームが制御チップに適用されると、フロントポーチおよびバックポーチのタイミングの
決定は、予期しない結果をもたらすことがあり、その場合、黒色を表示するフレームは、
コマンドモードの黒色スクリーンのように、赤色、緑色および青色を有していない。
【０００９】
【発明の概要】
従って、この発明の目的は、デジタル表示信号に基づいてフルフレームサイズを測定する
ための方法とそのための装置を提供することである。たとえ表示されるべき表示フレーム
が黒色フレームまたはノンフルフレームであっても、デジタル表示信号により指示された
表示フレームのパターンに関係なく、フルフレームサイズを正確に測定することができる
。
【００１０】
この発明は、データ・イネーブル信号によるデジタル表示信号に基づいてフルフレームサ
イズを測定する装置を提供することにより、上記の目的を達成する。この場合、デジタル
表示信号は多数の表示ビットを有する原色信号を含む。この装置は、タイミング制御装置
とマルチプレクシング装置とを含む。タイミング制御装置は、多数の入力端子と１個の制
御信号出力端子とを有する。各入力端子は、原色信号の表示ビットに連結できる。タイミ
ング制御装置は制御信号出力端子を介して制御信号を出力する。さらに、制御信号は表示
調整を行なうべきかどうかを指示するために使用される。マルチプレクシング装置は、タ
イミング制御装置とデータ・イネーブル信号と原色信号のｎ番目のビットに連結されてい
る。マルチプレクシング装置は、制御信号に基づいて、データ・イネーブル信号と原色信
号のｎ番目のビットとのいずれかを選択してタイミング制御装置のｎ番目の入力端子に付
加する。この場合、ｎはｍよりも大きくなく、ｎとｍは０よりも大きい整数である。
【００１１】
デジタル表示信号の実際のフレームを表示しなければならないとき、原色カラー表示ビッ
トのｎ番目のビットが選択され、マルチプレクシング装置を介してタイミング制御装置に
付加される。タイミング制御装置が表示調整を行なわねばならないとき、タイミング制御
装置はデータ・イネーブル信号をマルチプレクシング装置に出力し、マルチプレクシング
装置はそのデータ・イネーブル信号をタイミング制御装置に付加する。データ・イネーブ
ル信号に基づいて、タイミング制御装置は、フルフレームのサイズおよび位置が得られる
ように、フロントポーチおよびバックポーチのような表示パラメータを決定する。表示調
整の後、タイミング制御装置はデータ・イネーブル信号のロジック状態を変更して、タイ
ミング制御装置の入力端子が元来の表示ビット配列を有する原色信号を受け取れるように
し、それによって表示調整に基づいて表示信号が指示したフレームが表示できる。
【００１２】
この発明によれば、データ・イネーブル信号による表示信号に基づいてフルフレームサイ
ズを測定する方法が提供され、この場合、表示信号はｍ個の表示ビットを有する原色信号
を含む。この方法は、つぎのステップを含む。最初に、データ・イネーブル信号が提供さ
れる。次に、このデータ・イネーブル信号を原色信号のｎ番目のビットの代わりに用いる
ことにより、代用表示信号が提供される。最後に、データ・イネーブル信号に基づいてフ
ルフレームサイズが測定される。この場合、ｎはｍより大きくなく、ｍおよびｎは０より
大きい整数である。
【００１３】
上記のように、データ・イネーブル信号は原色信号の１個の表示ビットの代わりに用いら
れる。この発明によれば、表示パラメータを測定するために、データ・イネーブル信号を
異なる方法で他の１個の表示ビットまたは多数の表示ビットの代わりに用いることができ
る。たとえば、データ・イネーブル信号を、前記原色信号の他の表示ビットまたは多数の

10

20

30

40

50

(5) JP 3631462 B2 2005.3.23



表示ビットの代わりに用いることができ、また、タイミング制御装置に付加された他の原
色信号の１個または多数の表示ビットの代わりに用いることができる。
【００１４】
この発明の他の目的、特徴および利点は、下記の好ましい実施形態から明らかになるであ
ろう。ただし、これらの実施形態は、この発明を限定するものではない。説明は、添付図
面を参照して行なう。
【００１５】
【発明の実施の形態】
この発明により表示信号に基づいてディスプレイフレームのサイズを測定するために、デ
ータ・イネーブル信号をデジタル表示信号の１個または多数の表示ビットの代わりに用い
、この表示ビットの代用の後、このデジタル表示信号をディスプレイフレームのサイズを
測定するためのタイミング制御装置に送る。データ・イネーブル信号は、表示されるべき
フレームを指示するために水平同期信号が有効にされている期間にのみ有効にされるので
、表示信号により指示されたフレームが全ブラックフレームまたはノンフルフレームに対
応しても、表示ビットの代用の後、フルフレームサイズはディスプレイフレーム位置や解
像度のような対応する表示パラメータとともに正確に測定できる。フルフレームサイズの
測定により、表示信号のための表示調整を実施できる。フルフレームサイズの測定はいつ
でも実施できるが、表示ビットの代わりに用いたデジタル表示信号は、表示されるべき実
際のイメージに対応しないということに留意すべきである。したがって、フルフレームサ
イズの測定によって表示の質が影響を受けないようにするために、表示ビット代用後の表
示信号を、フルフレームサイズ測定およびディスプレイ調整を実施した後に、元の表示ビ
ット配列に戻すべきである。したがって、実際には、ディスプレイ調整の前と後とに表示
ビット代用と表示信号の回復とをそれぞれ行なうために、マルチプレクシング装置を用い
て信号を切り換えることができる。
【００１６】
図４Ａは、この発明の好ましい実施形態によるフルフレームサイズ測定装置を示している
。この装置は、マルチプレクシング装置４１０と、タイミング制御装置４３０とを含む。
タイミング制御装置４３０は、入力ポートＲｉ、Ｇｉ、Ｂｉと制御信号端子ＣＴとを含む
。入力ポートＲｉ、Ｇｉ、Ｂｉは、それぞれ三原色信号、すなわち赤色信号ＲＤ、緑色信
号ＧＤ、青色信号ＢＤを受け取るために使用される。三原色信号がタイミング制御装置４
３０に付加されると、タイミング制御装置４３０はフルフレームサイズ、ディスプレイフ
レーム位置、それらの信号用の前後ポーチのような表示のためのパラメータを決定できる
。タイミング制御装置４３０は、ピクセルワークス（Ｐｉｘｅｌｗｏｒｋｓ）社製のＰＷ
１６４－２０Ｒのようなタイミング制御チップであってよい。もし各原色信号をｍ個の表
示ビットで表わすと、それに対応してタイミング制御装置４３０の各入力ポートにｍ個の
入力端子を設ける必要があることに留意すべきである。例として２４ビットの表示信号を
取り上げる。この信号の各原色信号、すなわち赤色信号ＲＤ、緑色信号ＧＤ、青色信号Ｂ
Ｄは、それぞれ８表示ビットの原色データを有しているため、入力ポートＲｉ、Ｇｉ、Ｂ
ｉは、対応する原色信号の８表示ビットに合わせた８個の入力端子を有している。表示ビ
ットと入力端子との関係は、後に詳述する。さらに、表示信号の表示ビットの代わりにデ
ータ・イネーブル信号を用いて、表示調整が終わった後に元の表示ビット配列を回復する
ために、マルチプレクシング装置４１０はタイミング制御装置４３０に連結されており、
２つの信号、すなわちデータ・イネーブル信号と、このデータ・イネーブル信号が代用す
る表示信号のいくつかの表示ビットとの切り換えに使用される。この実施形態のデータ・
イネーブル信号ＤＥと赤色信号の表示ビットとの切り換えを、図によって説明する。
【００１７】
図４Ｂは図４Ａの装置の構造を図示しており、表示ビットと入力端子との関係が詳細に示
されている。赤色信号ＲＤは、８個の表示ビット、すなわちＲＤ０、ＲＤ１、……、ＲＤ
７　　からなる。同様に、緑色信号ＧＤは、８個の表示ビット、すなわちＧＤ０、ＧＤ１
、……、ＧＤからなり、青色信号ＢＤは、８個の表示ビット、すなわちＢＤ０、ＢＤ２、
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……、ＢＤ７からなる。図４Ｂにおいて、各表示ビットは、対応する入力ポートの入力端
子に連結されている。たとえば、表示ビットＲＤ６は入力ポートＲｉの入力端子Ｒｉ６に
連結されており、表示ビットＧＤ７は入力ポートＧｉの入力端子Ｇｉ７に連結されている
。図４Ｂに示した信号および入力端子に関して、データ・イネーブル信号ＤＥは、フルフ
レームサイズを測定するために、赤色信号ＲＤの最も高い表示ビットＲＤ７の代わりに用
いられる。実際には、データ・イネーブル信号ＤＥは、表示パラメータを測定するために
別の方法でほかの一個または多数の表示ビットの代わりに用いることができる。たとえば
、データ・イネーブル信号ＤＥは、赤色信号ＲＤの他の表示ビットや、赤色信号ＲＤの多
数の表示ビットや、他の原色信号の一個または多数の表示ビットの代わりに用いることが
できる。これらの例は、図４Ｂに示した実施形態に基づいて容易に得ることができるので
、簡潔にするためにこれ以上の説明を省略する。
【００１８】
フルフレームサイズを測定するために、データ・イネーブル信号ＤＥと赤色信号の表示ビ
ットとの切り換えが行なわれる。図４Ｂにおいて、表示信号がタイミング制御装置４３０
に送られると、タイミング制御装置４３０は制御信号端子ＣＴを介して制御信号Ｃｔｒｌ
を出力する。制御信号Ｃｔｒｌは次にマルチプレクシング装置４１０のマルチプレクサ４
１５に送られる。制御信号Ｃｔｒｌの論理状態、たとえば論理１状態に応答して、マルチ
プレクサ４１５は、選択的にスイッチＳＷ１を閉じて（入れて）スイッチＳＷ２を開き（
切り）、その結果、データ・イネーブル信号ＤＥは赤色信号ＲＤの８番目の表示ビットす
なわち表示ビットＲＤ７の代わりに用いられ、入力端子Ｒｉ７に送られる。その後、タイ
ミング制御装置４３０は、フルフレームサイズや位置など測定するために、その計算機能
を用いて前後ポーチのような表示パラメータの測定を開始する。このようにして、測定さ
れたフルフレームサイズや位置により、タイミング制御装置４３０に連結された表示モジ
ュール（図示せず）は、正確に表示信号に基づいてフレームを表示できる。データ・イネ
ーブル信号ＤＥが入力端子Ｒｉ７に付加されると、たとえ表示信号が完全なブラックフレ
ームまたはノンフルフレームを示していても、その表示信号により示された表示フレーム
のパターンにかかわりなく、フルフレームサイズが確定できることに留意すべきである。
【００１９】
表示調整の後、タイミング制御装置４３０は制御信号Ｃｔｒｌの論理状態を、たとえば論
理１から論理０へ変えることができる。マルチプレクシング装置４１５は、次に、スイッ
チＳＷ１を開いて（切って）スイッチＳＷ２を閉じ（入れ）、その結果、赤色信号ＲＤの
８番目の表示ビットすなわちＲＤ７が入力端子Ｒｉ７に入力される。このようにして、タ
イミング制御装置４３０は、表示信号の実際の表示ビットを受け取る。さらに、タイミン
グ制御装置４３０は表示幾何学に基づいて調整を行なうので、表示信号によって示される
像は、最適のサイズで最適位置に示される。このようにして最適な表示効果が得られる。
【００２０】
さらに、水平同期信号、垂直同期信号または極性信号のように、タイミング制御装置４３
０への入力に変化が起こった場合、タイミング制御装置４３０は最適な表示特性を維持す
るために上記の表示パラメータの測定と表示調整を行なうことができる。
フルフレームサイズを測定するために、データ・イネーブル信号ＤＥは、１つの原色信号
の最も高い表示ビット、たとえば表示ビットＲＤ７、ＧＤ７またはＢＤ７の代わりに用い
られるのが好ましいことに留意すべきである。なぜならば、通常、最も高い表示ビットは
、たとえば２４ビットまたは１８ビットカラー解像度のように異なるカラー解像度に用い
られるビット数に関係なく使用されるが、低い方の表示ビットは、カラー解像度によって
は放棄される場合があるからである。もしデータ・イネーブル信号ＤＥが最も高い表示ビ
ットではない表示ビットの代わりに用いられると、表示信号が低いカラー解像度に用いら
れるにつれて、その表示ビットは使用されなくなる場合がある。したがって、ディスプレ
イが種々のカラー解像度をサポートできるように、データ・イネーブル信号ＤＥと最も高
い表示ビットとを組み合わせるのが望ましい。上記の実施形態はカラー表示について説明
したが、この発明は、発明の精神から逸脱することなくモノクローム表示にも適用できる
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。
【００２１】
上記のように、データ・イネーブル信号を介してフルフレームサイズを測定する方法およ
び装置は、たとえ表示信号により指示されるイメージが全ブラックフレームまたはノンフ
ルフレームに対応する場合であっても、この表示信号に基づいて正確にフルフレームサイ
ズを測定することができ、したがって最適な表示特性を得ることができる。
好ましい実施形態によって例示しながら発明を説明してきたが、本発明がこれに限定され
るものではないと解されるべきである。種々の変形ならびに類似の構成および手法を包含
することが意図されているのであって、請求項は、これらの変形ならびに類似の構成およ
び手法を包含するように最広義に解釈すべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の表示における低電圧差分信号の処理を示すブロック線図である。
【図２Ａ】図１の差分信号受信／復元装置からの水平同期信号、垂直同期信号およびデー
タ・イネーブル信号の関係を示すタイミング線図である。
【図２Ｂ】図２Ａのデータ・イネーブル信号と画素クロック信号との関係を示すタイミン
グ線図である。
【図３】表示領域と種々の信号との関係を示す。
【図４Ａ】この発明の好ましい実施形態によるフルフレームサイズを測定するための装置
のブロック線図である。
【図４Ｂ】図４Ａに示した装置の構造を示す。
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【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】
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